
261　カルダーノ研究の最前線　本書の解説にかえて

カ
ル
ダ
ー
ノ
研
究
の
最
前
線　

本
書
の
解
説
に
か
え
て

坂
本
邦
暢

　
「
こ
れ
だ
け
は
い
え
る
と
思
う
。
ど
ん
な
仕
方
に
し
ろ
、
私
の
名
は
あ
る
期
間
は
残
る
だ
ろ
う（

（
（

。」
ジ
ロ
ー
ラ
モ
・
カ
ル
ダ
ー

ノ
は
自
叙
伝
『
わ
が
人
生
の
書
』
の
な
か
で
こ
う
述
べ
た
。
し
か
し
予
言
能
力
に
恵
ま
れ
た
彼
と
て
よ
も
や
日
本
の
地
で
、
し

か
も
四
〇
〇
年
以
上
の
と
き
を
経
て
、
自
分
の
名
が
人
び
と
の
口
の
端
に
の
ぼ
る
こ
と
ま
で
は
予
期
し
て
い
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
日
本
の
読
者
は
カ
ル
ダ
ー
ノ
に
親
し
む
機
会
に
恵
ま
れ
て
き
た
。
Ｏ
・
オ
ア
『
カ
ル
ダ
ノ
の
生
涯
：
悪
徳
数

学
者
の
栄
光
と
悲
惨
』（
東
京
図
書
、
一
九
七
八
年
）
に
は
じ
ま
り
、
一
九
八
〇
年
に
は
自
叙
伝
の
翻
訳
が
二
種
類
出
版
さ
れ
て

い
る
。
二
〇
〇
七
年
に
は 

Ａ
・
グ
ラ
フ
ト
ン
の
『
カ
ル
ダ
ー
ノ
の
コ
ス
モ
ス
：
ル
ネ
サ
ン
ス
の
占
星
術
師
』（
勁
草
書
房
）
が

翻
訳
さ
れ
た
。
ま
た
同
年
に
出
さ
れ
た
『
哲
学
の
歴
史
』
シ
リ
ー
ズ
第
四
巻
「
ル
ネ
サ
ン
ス
（
一
五
・
一
六
世
紀
）
世
界
と
人

間
の
再
発
見
」（
中
央
公
論
新
社
）
に
は
、
カ
ル
ダ
ー
ノ
を
あ
つ
か
う
章
が
も
う
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
オ
ア
の
研
究
書
を

の
ぞ
く
す
べ
て
に
た
ず
さ
わ
っ
て
き
た
の
が
、
本
書
の
著
者
で
あ
る
榎
本
恵
美
子
さ
ん
で
あ
る
。
本
邦
に
お
い
て
ル
ネ
サ
ン
ス

（
1
）　

カ
ル
ダ
ー
ノ
『
わ
が
人
生
の
書
』
青
木
靖
三
・
榎
本
恵
美
子
訳
（
社
会
思
想
社
、
一
九
八
〇
年
：
現
代
教
養
文
庫
、
一
九
八
九
年
）、

第
九
章
、
四
一
頁
。
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思
想
史
上
カ
ル
ダ
ー
ノ
に
特
筆
す
べ
き
地
位
が
与
え
ら
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
そ
の
功
績
は
ひ
と
え
に
榎
本
さ
ん
に
帰
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る（

（
（

。

　

一
般
読
者
向
け
の
活
動
と
並
行
し
て
、
榎
本
さ
ん
は
カ
ル
ダ
ー
ノ
研
究
の
成
果
を
数
多
く
の
専
門
的
な
論
文
と
し
て
公
刊
し

て
き
た
。
本
書
は
そ
れ
ら
を
大
幅
に
増
補
・
改
訂
し
て
一
書
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
論
考
を
読
ん
で
ま
ず
驚

か
さ
れ
る
の
は
、
ア
プ
ロ
ー
チ
の
斬
新
さ
だ
。
榎
本
さ
ん
の
着
眼
点
は
同
時
期
に
行
わ
れ
て
い
た
研
究
の
そ
れ
と
は
一
線
を
画

し
て
い
る
。
カ
ル
ダ
ー
ノ
研
究
で
は
、
彼
の
思
想
が
い
か
に
一
七
世
紀
の
新
哲
学
を
予
期
し
て
い
た
か
が
着
目
さ
れ
て
き
た
。

一
七
世
紀
に
デ
カ
ル
ト
ら
に
よ
っ
て
ス
コ
ラ
学
的
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
主
義
が
崩
壊
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
を
前
提
に
、
そ
の
前
史
と

し
て
カ
ル
ダ
ー
ノ
の
自
然
観
が
検
討
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
「
未
来
か
ら
さ
か
の
ぼ
る
」
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
を
榎
本
さ
ん
は
と
ら
な
か
っ
た
。
探
求
の
出
発
点
は
一
七
世

紀
で
は
な
く
、
カ
ル
ダ
ー
ノ
の
自
伝
で
あ
る
。
問
わ
れ
る
の
は
、
カ
ル
ダ
ー
ノ
の
先
に
い
か
に
デ
カ
ル
ト
が
あ
る
か
で
は
な
く
、

『
わ
が
人
生
の
書
』
と
い
う
不
可
思
議
な
書
物
が
ど
う
し
て
成
立
し
え
た
か
だ
。
答
え
は
、
占
星
術
師
で
あ
り
医
師
で
あ
り
夢

解
釈
者
で
あ
り
守
護
霊
に
ま
も
ら
れ
た
人
物
で
あ
っ
た
カ
ル
ダ
ー
ノ
自
身
の
う
ち
に
求
め
ら
れ
た
。
そ
う
し
て
導
き
だ
さ
れ
た

自
叙
伝
の
解
釈
は
、
真
に
独
創
的
な
も
の
で
あ
る
。『
わ
が
人
生
の
書
』
の
前
半
部
は
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
の
占
星
術
書
『
テ
ト

ラ
ビ
ブ
ロ
ス
』
の
枠
組
み
を
援
用
し
た
も
の
で
あ
っ
た
（
本
書
第
三
章
を
参
照
）。
後
半
部
は
ガ
レ
ノ
ス
の
『
自
著
に
つ
い
て
』

が
叙
述
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
（
本
書
第
四
章
）。
ガ
レ
ノ
ス
と
い
う
強
烈
な
個
性
を
有
し
た
医
学
者
を
モ
デ
ル
と
す
る
こ
と
で
、

カ
ル
ダ
ー
ノ
も
ま
た
自
分
の
特
異
性
、
あ
る
い
は
こ
う
い
っ
て
よ
け
れ
ば
、
天
才
を
証
明
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
し
か
し
天
才

の
代
償
は
高
く
つ
い
た
。
同
僚
に
は
妬
ま
れ
、
教
会
か
ら
は
異
端
の
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
た
。
あ
ろ
う
こ
と
か
息
子
は
処
刑
さ
れ
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た
。
だ
が
過
酷
な
運
命
の
慰
め
に
な
っ
た
の
も
ま
た
彼
の
特
異
性
で
あ
っ
た
。
夢
を
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
、
守
護
霊
か
ら
の

助
言
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
こ
そ
、
試
練
に
意
味
を
見
い
だ
せ
た
の
で
あ
る
（
本
書
第
五
章
と
第
六
章
）。
こ
の
特
殊
な

能
力
は
何
に
由
来
す
る
の
だ
ろ
う
か
？　

そ
れ
は
占
星
術
、
つ
ま
り
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
の
領
域
か
ら
説
明
さ
れ
る
べ
き
と
い
う
。

こ
こ
に
自
伝
の
構
造
は
輪
を
描
く
。
星
辰
に
運
命
づ
け
ら
れ
た
天
才
の
肖
像
と
し
て
『
わ
が
人
生
の
書
』
は
読
め
る
の
だ
。

　

多
岐
に
わ
た
る
カ
ル
ダ
ー
ノ
の
活
動
を
統
合
し
て
、
一
つ
の
知
的
世
界
を
描
き
出
す
こ
と
が
榎
本
さ
ん
の
目
指
し
た
と
こ
ろ

で
あ
っ
た
。
近
年
の
カ
ル
ダ
ー
ノ
研
究
を
見
る
と
、
あ
た
か
も
榎
本
さ
ん
が
示
し
た
方
向
に
む
か
っ
て
多
く
の
研
究
が
深
め
ら

れ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
場
を
借
り
て
そ
の
概
要
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
本
書
と
こ
れ
か
ら
の
研
究
と
を
橋

渡
し
す
る
こ
と
に
し
た
い（

（
（

。

　

一
九
九
九
年
か
ら
二
〇
一
二
年
に
か
け
て
、
カ
ル
ダ
ー
ノ
を
主
題
と
す
る
三
つ
の
国
際
論
集
が
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
の

二
つ
『
ジ
ロ
ー
ラ
モ
・
カ
ル
ダ
ー
ノ
：
著
作
、
ソ
ー
ス
、
生
涯
』（
一
九
九
九
年
）、『
カ
ル
ダ
ー
ノ
と
知
の
伝
統
』（
二
〇
〇
三

年
）
は
イ
タ
リ
ア
で
行
わ
れ
た
会
議
の
成
果
で
あ
り
、
残
る
一
つ
は
フ
ラ
ン
ス
で
出
版
さ
れ
た
『
カ
ル
ダ
ー
ノ
の
科
学
思
想
』

（
二
〇
一
二
年
）
で
あ
る
。
ま
た
ル
ネ
サ
ン
ス
哲
学
史
の
専
門
誌
『
ブ
ル
ニ
ア
ー
ナ
＆
カ
ン
パ
ネ
リ
ア
ー
ナ
』
も
、
二
〇
一
一
年

に
「
自
叙
伝
、
自
然
哲
学
、
夢
：
ジ
ロ
ー
ラ
モ
・
カ
ル
ダ
ー
ノ
研
究
」
と
題
さ
れ
た
特
集
を
組
ん
で
い
る（

（
（

。
こ
れ
ら
の
論
集
や

（
2
）　

Ｃ
・
Ｂ
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
、
Ｂ
・
Ｐ
・
コ
ー
ペ
ン
ヘ
イ
ヴ
ァ
ー
『
ル
ネ
サ
ン
ス
哲
学
』
榎
本
武
文
訳
（
平
凡
社
、
二
〇
〇
三
年
）、
三
一

六
－
三
一
八
頁
に
も
カ
ル
ダ
ー
ノ
自
然
哲
学
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
も
の
の
、
信
頼
の
お
け
る
も
の
で
は
な
い
。

（
3
）　

一
九
九
五
年
ま
で
の
研
究
はIngo Schütze, 

“Bibliografia degli studi su Girolam
o Cardano dal 1850 al 1995,

” Bruniana 
&

 Cam
panelliana 4

（1998

）, 449‒467 

と
い
う
文
献
リ
ス
ト
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
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特
集
で
は
数
多
く
の
研
究
者
が
カ
ル
ダ
ー
ノ
の
多
面
的
な
活
動
に
光
を
あ
て
て
お
り
、
そ
の
な
か
に
は
占
星
術
、
夢
解
釈
、
守

護
霊
、
自
叙
伝
と
い
っ
た
榎
本
さ
ん
が
と
く
に
深
い
考
察
を
め
ぐ
ら
せ
た
ト
ピ
ッ
ク
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。
榎
本
さ
ん
の
調
査

が
及
ば
な
か
っ
た
領
域
に
も
た
ら
さ
れ
た
新
し
い
知
見
と
し
て
は
、
教
皇
庁
に
収
め
ら
れ
て
い
た
カ
ル
ダ
ー
ノ
の
異
端
審
問
に

関
係
す
る
史
料
の
調
査
が
あ
る
。
Ｕ
・
バ
ル
デ
ィ
ー
ニ
の
論
文
に
関
連
文
書
が
収
録
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
本
書
で
と
り
あ
げ

ら
れ
て
い
る
占
星
術
や
星
辰
に
よ
る
決
定
論
、
夢
解
釈
、
父
フ
ァ
ツ
ィ
オ
の
守
護
霊
と
い
っ
た
主
題
が
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
か
ら

問
題
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
た（

（
（

。

　

史
料
調
査
に
も
と
づ
く
基
礎
研
究
と
い
う
点
で
は
、
Ｉ
・
マ
ク
リ
ー
ン
に
よ
る
書
誌
学
的
な
研
究
が
著
述
家
と
し
て
の
カ
ル

ダ
ー
ノ
の
活
動
の
全
貌
を
明
ら
か
に
し
て
お
り
、
特
筆
す
べ
き
業
績
で
あ
る（

（
（

 

。『
自
著
に
つ
い
て
』
の
校
訂
版
（
二
〇
〇
四
年
）

に
付
さ
れ
た
解
説
で
は
、
カ
ル
ダ
ー
ノ
の
諸
著
作
が
時
系
列
で
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
リ
ス
ト
に
は
各
著
作
が
い
つ
ご
ろ
書
か
れ

た
の
か
、
出
版
さ
れ
た
の
は
い
つ
か
、
も
し
出
版
に
い
た
ら
ず
廃
棄
さ
れ
た
な
ら
ば
そ
れ
は
い
つ
ご
ろ
と
推
測
さ
れ
る
の
か
、

最
終
的
に
全
集
の
ど
の
部
分
に
収
録
さ
れ
た
の
か
と
い
っ
た
情
報
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
リ
ス
ト
は
今
後
の
あ
ら
ゆ
る
カ

ル
ダ
ー
ノ
研
究
の
出
発
点
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
マ
ク
リ
ー
ン
は
論
文
「
ジ
ロ
ー
ラ
モ
・
カ
ル
ダ
ー
ノ
：
博
学
者
の
晩

年
」（
二
〇
〇
七
年
）
の
な
か
で
、
カ
ル
ダ
ー
ノ
が
自
分
の
死
亡
日
時
に
つ
い
て
の
予
言
を
成
就
す
る
た
め
に
断
食
し
死
亡
し
た

と
い
う
逸
話
の
信
憑
性
を
疑
い
、
実
際
に
は
一
五
七
六
年
一
〇
月
一
日
か
ら
七
七
年
一
〇
月
二
五
日
ま
で
の
ど
こ
か
で
死
亡
し

た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る（

（
（

。

　

マ
ク
リ
ー
ン
の
研
究
に
典
型
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
カ
ル
ダ
ー
ノ
の
著
作
の
校
訂
が
近
年
飛
躍
的
に
進
ん
で
い
る（

（
（

。

従
来
の
研
究
は
、
一
六
六
三
年
に
リ
ヨ
ン
で
出
版
さ
れ
た
全
集
版
に
依
拠
し
て
行
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
全
集
は
多
く
の
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問
題
を
抱
え
て
い
る
。
図
書
館
に
草
稿
が
残
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
未
収
録
の
作
品
が
あ
っ
た
り
、
偽
作
が
ふ
く
ま
れ

て
い
た
り
す
る
。
ピ
リ
オ
ド
や
カ
ン
マ
の
打
ち
方
も
不
完
全
で
あ
る
。
そ
こ
で
信
頼
で
き
る
本
文
の
整
備
が
要
請
さ
れ
て
い
た
。

一
九
九
九
年
か
ら
現
在
ま
で
に
出
さ
れ
て
い
る
著
作
の
校
訂
と
現
代
語
訳
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
カ
ル
ダ
ー
ノ
よ
ろ
し
く
論

述
の
な
か
に
リ
ス
ト
を
挿
入
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
い

︱

（
4
）　M

arialuisa Baldi &
 Guido Canziani

（eds.

）, G
irolam

o Cardano: le opere, le fonti, la vita

（M
ilano:  FrancoA

ngeli, 
1999

）; idem

（eds.

）, Cardano e la tradizione dei saperi

（M
ilano: FrancoA

ngeli, 2003

）; 

“Autobiografia, filosofia 
naturale, sogni: studi su Girolam

o Cardano,

” Bruniana &
 Cam

panelliana 16

（2010

）, 404‒525; Jean‒Y
ves Boriaud

（ed.

）, La pensée scientifique de Cardan

（Paris: Les Belles Lettres, 2012

）.

（
5
）U

go Baldini, 

“Lʼedizione dei docum
enti relativi a Cardano negli archivi del SantʼU

ffi
cio e dellʼIndice: risultati e pro- 

blem
i,

” in Cardano e la tradizione, 457‒515. 
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
よ
る
自
然
哲
学
に
た
い
す
る
取
り
調
べ
記
録
の
網
羅
的
な
調
査

と
し
てU

go Baldini &
 Leen Spruit, Catholic Church and M

odern Science: D
ocum

ents from
 the A

rchives of the R
o- 

m
an Congregations of the H

oly O
ffi

ce and the Index, vol. 1 （Rom
a: Libreria editrice vaticana, 2009

）
が
あ
る
。

（
6
）　Girolam

o Cardano, D
e libris propriis: T

he E
ditions of 1544, 1550, 1557, 1562, w

ith Supplem
entary M

aterials, 
ed. Ian M

aclean

（M
ilano: FrancoA

ngeli, 2004

）.

（
7
）　Ian M

aclean, 

“Girolam
o Cardano: T

he Last Y
ears of a Polym

ath,

” Renaissance Studies 21

（2007

）, 587‒607.

（
8
）　

校
訂
事
業
全
般
に
つ
い
て
はEnrico I. Ram

baldi, 

“Breve storia delle edizioni cardaniane del Consiglio Nazionale D
elle 

Ricerche,

” Rivista di storia della filosofia 65

（2010

）, 745‒773 

を
見
よ
。
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『
仲
介
者
も
し
く
は
市
民
的
賢
明
さ
に
つ
い
て
』Proxeneta, seu D

e prudentia civili liber
Il prosseneta, ovvero D

ella prudenza politica, ed. Piero Cigada

（M
ilano: Berlusconi, 2001

）. 

ラ
テ
ン
語
校
訂
版

と
イ
タ
リ
ア
語
訳
。
Ａ
・
グ
ラ
フ
ト
ン
に
よ
る
解
説
付
き
。

『
わ
が
人
生
の
書
』

T
he Book of M

y Life, tr. Jean Stoner

（N
ew

 Y
ork: N

ew
 Y

ork Review
 Books, 2002

）. 

英
語
訳
。
Ａ
・
グ
ラ
フ
ト
ン

に
よ
る
解
説
付
き
。

『
自
著
に
つ
い
て
』

D
e libris propriis: T

he E
ditions of 1544, 1550, 1557, 1562, w

ith Supplem
entary M

aterials, ed. Ian 
M

aclean

（M
ilano: FrancoA

ngeli, 2004
）. 
ラ
テ
ン
語
校
訂
版
。

『
精
妙
さ
に
つ
い
て
』

D
e subtilitate, ed. Elio N

enci

（M
ilano: FrancoA

ngeli, 2004

）. 

第
一
巻
か
ら
第
七
巻
ま
で
の
ラ
テ
ン
語
校
訂
版
。

M
aïlis Paire, É

dition traduite et com
m

entée des quatre prem
iers livres du D

e subtilitate de Jérôm
e 

Cardan, thèse de doctorat

（U
niversité de Lyon III, 2004

）. 
第
一
巻
か
ら
第
四
巻
ま
で
の
仏
訳
と
解
説
を
ふ
く
め
た

博
士
論
文
。
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『
占
星
術
礼
讃
』E

ncom
ium

 astrologiae

と
『
出
生
判
断
』D

e iudiciis geniturarum
Com

e si interpretano gli oroscopi, tr. O
rnella Pom

peo Faracovi &
 T

eresa D
elia

（Pisa: Istituti editoriali e 

poligrafici internazionali, 2005

）. 

イ
タ
リ
ア
語
訳
。

『
霊
魂
の
不
死
性
に
つ
い
て
』

D
e im

m
ortalitate anim

orum
, ed. José M

anuel García V
alverde

（M
ilano: FrancoA

ngeli, 2006

）. 

ラ
テ
ン
語
校
訂

版
。

『
サ
イ
コ
ロ
遊
び
に
つ
い
て
』

Liber de ludo aleae, ed. M
assim

o T
am

borini

（M
ilano: FrancoA

ngeli, 2006

）. 

ラ
テ
ン
語
校
訂
版
。

『
シ
ュ
ネ
シ
オ
ス
派
の
夢
の
書
』

Som
niorum

 Synesiorum
 libri quatuor: Les quatre livres des songes de Synesios, ed. Jean-Y

ves Boriaud, 2 
vols.

（Firenze: O
lschki, 2008

）. 

ラ
テ
ン
語
校
訂
版
と
仏
語
訳
。

『
知
恵
に
つ
い
て
』

D
e sapientia libri quinque, ed. M

arco Bracali

（Firenze: O
lschki, 2008

）. 

ラ
テ
ン
語
校
訂
版
。
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『
ネ
ロ
礼
讃
』

E
logio N

erone, tr. M
arco D

i Branco

（Rom
a: Salerno, 2008

）. 

イ
タ
リ
ア
語
訳
。

『
一
に
つ
い
て
』

D
e uno: Sobre lo uno, ed. José M

anuel García V
alverde

（Firenze: O
lschki, 2009

）. 

ラ
テ
ン
語
校
訂
と
ス
ペ
イ
ン

語
訳
。

『
大
い
な
る
術
も
し
く
は
代
数
学
の
諸
則
』

A
rtis m

agnae sive de regulis algebraicis liber unus, ed. M
assim

o T
am

borini

（M
ilano: FrancoA

ngeli, 2011

）. 

ラ
テ
ン
語
校
訂
版
。

『
グ
リ
エ
ル
ム
ス
、
あ
る
い
は
死
に
つ
い
て
の
対
話
』

G
uglielm

o: D
ialogo sulla m

orte, ed. José M
anuel García V

alverde &
 Paolo F. Raim

ondi

（T
orino: A

ragno, 

2011

）. 

ラ
テ
ン
語
校
訂
版
と
イ
タ
リ
ア
語
訳
。

『
逆
境
か
ら
得
ら
れ
る
有
用
さ
に
つ
い
て
』
の
第
二
版

D
e utilitate ex adversis capienda. Secunda editio, ed. M

arialuisa Baldi &
 Guido Canziani. http://w

w
w

.
cardano.unim

i.it/testi/utilitate/deutilsec-con-intro.pdf  

バ
ー
ゼ
ル
大
学
の
公
文
書
館
所
蔵
の
手
稿
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
に
よ
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る
復
刻
。

　

こ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
整
備
事
業
の
う
ち
も
っ
と
も
重
要
な
の
が
、
主
著
『
精
妙
さ
に
つ
い
て
』
の
Ｅ
・
ネ
ン
チ
に
よ
る
校
訂

版
で
あ
る
（
二
〇
〇
四
年
）。
一
五
五
〇
年
の
初
版
と
一
五
五
四
年
の
第
二
版
の
異
同
が
分
か
る
よ
う
に
組
ま
れ
た
本
文
に
、
詳

細
な
注
釈
が
付
さ
れ
て
い
る
。
現
在
は
第
一
巻
か
ら
第
七
巻
ま
で
を
収
録
し
た
前
半
部
の
み
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
後
半
部
の

出
版
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
第
一
巻
か
ら
第
四
巻
ま
で
の
フ
ラ
ン
ス
語
訳
が
、
二
〇
〇
四
年
に
リ
ヨ
ン
第
三
大
学
に
提
出

さ
れ
た
博
士
論
文
で
な
さ
れ
て
い
る（

（
（

。

　

基
礎
的
な
史
料
の
整
備
だ
け
で
な
く
、
カ
ル
ダ
ー
ノ
の
哲
学
思
想
の
分
析
も
進
展
を
み
せ
た
。
ま
ず
参
照
さ
れ
る
べ
き
は 

Ｉ
・
シ
ェ
ッ
ツ
ェ
の
著
作
『
ジ
ロ
ー
ラ
モ
・
カ
ル
ダ
ー
ノ
の
『
精
妙
さ
に
つ
い
て
』
に
お
け
る
自
然
哲
学
』（
二
〇
〇
〇
年
）
で

あ
り
、『
精
妙
さ
に
つ
い
て
』
の
前
半
部
で
論
じ
ら
れ
る
自
然
哲
学
の
基
礎
理
論
を
詳
細
に
分
析
し
て
い
る
。
分
析
成
果
を
歴

史
的
に
意
義
づ
け
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
も
の
の
、『
精
妙
さ
に
つ
い
て
』
へ
の
、
ひ
い
て
は
カ
ル
ダ
ー

ノ
の
自
然
哲
学
へ
の
よ
き
導
入
と
な
る
は
ず
で
あ
る（

（1
（

。
Ｈ
・
ヒ
ラ
イ
の
『
ル
ネ
サ
ン
ス
の
物
質
理
論
に
お
け
る
種
子
の
概
念
：

マ
ル
シ
リ
オ
・
フ
ィ
チ
ー
ノ
か
ら
ピ
エ
ー
ル
・
ガ
ッ
サ
ン
デ
ィ
ま
で
』（
二
〇
〇
五
年
）
の
第
六
章
は
、『
精
妙
さ
に
つ
い
て
』

第
五
巻
か
ら
第
七
巻
ま
で
の
鉱
物
論
の
検
証
に
あ
て
ら
れ
て
い
る（

（1
（

。

　

医
学
者
と
し
て
の
カ
ル
ダ
ー
ノ
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
研
究
も
生
ま
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
医
学
史
家
Ｎ
・
シ
ラ
イ
シ
は

（
9
）　

以
上
の
作
品
の
ほ
か
に
、Baldi

とCanziani 

編
の
前
掲
の
二
つ
の
論
集
に
も
い
く
つ
か
の
小
品
の
校
訂
版
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
10
）　Ingo Schütze, D

ie N
aturphilosophie in G

irolam
o Cardanos D

e subtilitate （M
ünchen: Fink, 2000

）.
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『
ル
ネ
サ
ン
ス
学
芸
に
お
け
る
歴
史
、
医
学
、
伝
統
』（
二
〇
〇
七
年
）
の
な
か
で
、
一
四
五
〇
年
か
ら
一
六
五
〇
年
の
あ
い
だ

の
歴
史
学
と
医
学
の
関
係
性
を
検
証
し
た
。
そ
こ
で
は
カ
ル
ダ
ー
ノ
に
よ
る
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
文
書
の
利
用
お
よ
び
歴
史
を
教
訓

譚
と
み
な
す
こ
と
へ
の
批
判
が
扱
わ
れ
る（

（1
（

。
本
書
第
四
章
と
あ
わ
せ
て
読
ま
れ
る
べ
き
著
作
で
あ
る
。
カ
ル
ダ
ー
ノ
に
よ
る
ヒ

ポ
ク
ラ
テ
ス
文
書
の
解
釈
を
よ
り
思
想
史
的
な
観
点
か
ら
分
析
し
た
の
が
、
Ｈ
・
ヒ
ラ
イ
の
新
著
『
医
学
人
文
主
義
と
自
然
哲

学
』（
二
〇
一
一
年
）
で
あ
る
。
カ
ル
ダ
ー
ノ
の
物
質
理
論
の
源
泉
が
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
文
書
の
『
肉
質
に
つ
い
て
』
と
『
食
餌

法
に
つ
い
て
』
に
あ
る
こ
と
が
論
じ
ら
れ
る（

（1
（

。
続
編
に
あ
た
る
論
考
で
は
、
カ
ル
ダ
ー
ノ
の
理
論
が
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
を
媒
介
に

し
て
テ
レ
ジ
オ
に
受
け
継
が
れ
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
従
来
「
ル
ネ
サ
ン
ス
自
然
主
義
者
」
と
し
て
漠
然
と
く
く
ら
れ
て
い
た

哲
学
者
た
ち
の
思
想
に
共
通
の
土
台
を
見
い
だ
そ
う
と
す
る
成
果
で
あ
り
、
今
後
の
さ
ら
な
る
深
化
が
期
待
さ
れ
る（

（1
（

。

　

自
然
哲
学
の
各
論
の
な
か
で
も
霊
魂
論
の
研
究
は
集
中
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。
本
書
第
一
章
と
第
七
章
で
論
じ
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
、「
秩
序
づ
け
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
諸
部
分
を
有
す
る
も
の
は
、
す
べ
て
霊
魂
と
生
命
を
有
す
る
」
と
カ
ル
ダ
ー
ノ

は
考
え
て
い
た（

（1
（

。
秩
序
の
源
泉
で
あ
る
霊
魂
と
は
何
な
の
か
？　
Ｊ
・
Ｍ
・
ガ
ル
シ
ア
・
ヴ
ァ
ル
ヴ
ェ
ル
デ
の
研
究
か
ら
は
、

カ
ル
ダ
ー
ノ
が
『
霊
魂
の
不
死
性
に
つ
い
て
』（
一
五
四
五
年
）
の
な
か
で
、
霊
魂
の
輪
廻
転
生
説
を
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
帰
し

て
い
た
こ
と
が
分
か
る（

（1
（

。
カ
ル
ダ
ー
ノ
い
わ
く
、「
有
限
の
数
の
霊
魂
が
身
体
に
帰
還
す
る
と
い
う
こ
と
を
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

が
認
め
て
い
た
こ
と
は
疑
え
な
い（

（1
（

」。
こ
の
見
解
を
あ
る
程
度
カ
ル
ダ
ー
ノ
本
人
も
支
持
し
て
い
た
こ
と
は
、
彼
の
世
界
観
全

体
か
ら
み
て
間
違
い
な
い
。
問
題
は
そ
の
程
度
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
後
の
著
作
に
お
い
て
見
解
の
変
化
が
あ
っ
た
か
否
か
で
あ

る
。
カ
ル
ダ
ー
ノ
が
霊
魂
論
を
練
り
あ
げ
る
に
あ
た
り
何
を
参
照
し
て
い
た
の
か
も
よ
り
正
確
に
確
定
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
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一
な
る
原
理
で
あ
る
霊
魂
が
多
と
し
て
現
れ
る
こ
と
で
世
界
に
秩
序
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
こ
の
観
念
が
カ
ル
ダ
ー
ノ
思
想
の

中
核
を
な
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
近
年
の
研
究
で
ま
す
ま
す
あ
き
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
こ
の
考
え
方
は
著
作
『
一
に

つ
い
て
』
で
も
っ
と
も
明
確
に
打
ち
だ
さ
れ
て
い
る
が
、
本
書
第
Ⅲ
部
の
主
題
は
こ
の
書
物
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
も
榎
本
さ
ん

の
先
駆
性
が
光
る
。
本
書
第
七
章
の
も
と
に
な
っ
た
論
考
が
発
表
さ
れ
た
一
九
八
五
年
の
時
点
で
、『
一
に
つ
い
て
』
を
主
題

と
し
て
と
り
扱
っ
た
研
究
は
な
か
っ
た
。
一
九
九
五
年
の
日
本
語
訳
に
つ
づ
く
現
代
語
訳
で
あ
る
ス
ペ
イ
ン
語
訳
が
刊
行
さ
れ

た
の
は
、
よ
う
や
く
二
〇
〇
九
年
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
そ
の
先
駆
性
ゆ
え
に
、
第
Ⅲ
部
は
歴
史
研
究
と
し
て
は
萌
芽
的
な
段
階
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
と
く
に
『
一
に
つ
い

て
』
で
示
さ
れ
て
い
る
世
界
観
を
「
時
代
精
神
の
一
般
的
な
傾
向
」
に
帰
す
記
述
は
、
具
体
性
を
そ
な
え
た
記
述
に
お
き
か
え

（
11
）　H

iro H
irai, Le concept de sem

ence dans les théories de la m
atière à la R

enaissance: de M
arsile Ficin à Pierre G

a- 
ssendi

（T
urnhout: Brepols, 2005

）, 135‒156.

（
12
）　N

ancy G. Siraisi, H
istory, M

edicine, and the T
raditions of R

enaissance Learning

（A
nn A

rbor: U
niversity of M

i- 
chigan Press, 2007

）, 141‒167.

（
13
）　H

iro H
irai, M

edical H
um

anism
 and N

atural Philosophy: R
enaissance D

ebates on M
atter, Life and the Soul 

（Lei- 
den: Brill, 2011

）, 104‒122.

（
14
）　H
iro H

irai, 

“Il calore cosm
ico in T

elesio fra il D
e generatione anim

alium
 di A

ristotele e il D
e carnibus di Ippo-

crate,

” in Bernardino T
elesio tra filosofia naturale e scienza m

oderna, ed. Giuliana M
occhi et al.

（Rom
a: Serra, 2012

）, 
71‒83.

（
15
）　

カ
ル
ダ
ー
ノ
『
わ
が
人
生
の
書
』
第
四
四
章
、
一
九
九
頁
。
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ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
本
解
説
を
し
め
く
く
る
に
あ
た
り
、
第
Ⅲ
部
を
よ
り
深
め
る
た
め
の
補
助
線
を
引
い
て

お
く
こ
と
に
し
た
い（

（1
（

。
こ
こ
で
そ
の
役
割
を
に
な
う
の
が
、
本
書
で
二
度
だ
け
登
場
し
て
い
る
ユ
リ
ウ
ス
・
カ
エ
サ
ル
・
ス
カ

リ
ゲ
ル
で
あ
る
。
一
五
五
七
年
に
パ
リ
で
出
版
さ
れ
た
『
顕
教
的
演
習
』E

xotericae exercitationes

の
な
か
で
ス
カ
リ
ゲ

ル
は
、
九
〇
〇
頁
以
上
に
わ
た
っ
て
カ
ル
ダ
ー
ノ
の
『
精
妙
さ
に
つ
い
て
』
を
批
判
し
た
。
そ
の
批
判
の
焦
点
と
な
っ
て
い
る

の
が
、
ま
さ
に
『
一
に
つ
い
て
』
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
世
界
観
で
あ
る
。
こ
の
批
判
か
ら
浮
か
び
あ
が
る
カ
ル
ダ
ー
ノ
と
ス
カ

リ
ゲ
ル
の
対
立
軸
を
起
点
に
『
精
妙
さ
に
つ
い
て
』
を
読
み
解
け
な
い
だ
ろ
う
か
？　

そ
れ
に
よ
り
カ
ル
ダ
ー
ノ
の
世
界
観
を

歴
史
的
に
位
置
づ
け
る
手
が
か
り
を
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
？

　

単
一
の
原
理
で
あ
る
霊
魂
が
秩
序
を
生
み
だ
す
と
い
う
考
え
を
ス
カ
リ
ゲ
ル
は
い
く
つ
か
の
側
面
か
ら
批
判
す
る
。
そ
れ
は

ま
ず
聖
書
の
記
述
に
反
す
る
。『
創
世
記
』
第
一
章
二
四
節
に
は
「
地
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
物
を
産
み
出
せ
。
家
畜
、
這
う

も
の
、
地
の
獣
を
そ
れ
ぞ
れ
に
産
み
出
せ
」（
新
共
同
訳
）
と
神
が
世
界
の
は
じ
め
に
命
じ
た
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
動

物
が
種
ご
と
に
創
造
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
よ
っ
て
そ
れ
ら
の
動
物
を
単
一
の
原
理
の
発
現
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

だ
が
ス
カ
リ
ゲ
ル
が
な
に
よ
り
も
問
題
視
し
た
の
は
、
カ
ル
ダ
ー
ノ
の
よ
う
に
考
え
て
は
観
察
さ
れ
る
経
験
的
な
事
実
を
説
明

で
き
な
い
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。
世
界
で
は
い
ろ
い
ろ
な
事
物
が
そ
れ
ぞ
れ
の
本
性
に
し
た
が
っ
て
多
様
に
活
動
し
て
い
る
。

こ
の
多
様
性
を
神
以
外
の
唯
一
の
原
理
に
還
元
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
明
ら
か
だ
と
い
う
の
だ
。

　

ス
カ
リ
ゲ
ル
の
批
判
は
カ
ル
ダ
ー
ノ
だ
け
に
向
け
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
カ
ル
ダ
ー
ノ
の
背
後
に
さ
ら
に
大
き
な

思
潮
が
看
取
さ
れ
て
い
た
。
ま
ず
ス
カ
リ
ゲ
ル
は
カ
ル
ダ
ー
ノ
の
哲
学
は
プ
ラ
ト
ン
主
義
の
亜
種
で
あ
る
と
断
じ
た
。
こ
の
理

解
は
本
書
第
七
章
で
も
示
さ
れ
て
い
る
。
霊
魂
に
よ
っ
て
秩
序
づ
け
ら
れ
た
世
界
と
い
う
観
念
が
、
プ
ラ
ト
ン
の
『
テ
ィ
マ
イ
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オ
ス
』
に
さ
か
の
ぼ
る
も
の
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ス
カ
リ
ゲ
ル
に
し
て
み
れ
ば
、
カ
ル
ダ
ー
ノ
は
復
興
し
た
プ

ラ
ト
ン
主
義
を
味
方
に
つ
け
て
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
主
義
を
ゆ
る
が
そ
う
と
す
る
思
想
家
だ
っ
た
。

　

プ
ラ
ト
ン
主
義
は
も
う
一
つ
の
思
想
潮
流
、
し
か
も
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
主
義
側
の
そ
れ
と
同
盟
を
結
ん
で
い
る
と
ス
カ
リ
ゲ

ル
は
と
ら
え
て
い
た
。
ア
ヴ
ェ
ロ
エ
ス
主
義
で
あ
る
。
ア
ヴ
ェ
ロ
エ
ス
は
す
べ
て
の
人
間
が
一
つ
の
知
性
を
共
有
す
る
と
主
張

（
16
）　José M

anuel García V
alverde, 

“The A
rgum

ents against the Im
m

ortality of the Soul in D
e im

m
ortalitate anim

or- 
um

 of Girolam
o Cardano,

” Bruniana &
 Cam

panelliana 13

（2007

）, 57‒77; idem
, 

“Averroistic T
hem

es in Girolam
o 

Cardanoʼs D
e Im

m
ortalitate A

nim
orum

,

” in R
enaissance A

verroism
 and Its A

fterm
ath: A

rabic Philosophy in E
arly 

M
odern E

urope, ed. A
nn A

kasoy &
 Guido Giglioni

（D
ordrecht: Springer, 2013

）, 145‒171. 

霊
魂
論
を
扱
っ
た
近
年
の
研
究

と
し
て
は
以
下
が
あ
る
：Guido Canziani, 

“Lʼanim
a, la m

ens, la palingenesi: appunti sul terzo libro del T
heonoston,

” in 
Cardano e la tradizione, 209‒248; Ian M

aclean, 

“Cardano on the Im
m

ortality of the Soul,

” in Cardano e la tradizione, 
191–208; Guido Giglioni, 

“The Eternal Return of the Sam
e Intellects: A

 N
ew

 Edition of Girolam
o Cardanoʼs D

e 
im

m
ortalitate anim

orum
,

” B
runiana &

 C
am

panelliana 13

（2007

）, 177‒183; M
aclean, 

“Cardanoʼs E
clectic 

Psychology and Its Critique by Julius Caesar Scaliger,

” Vivarium
 46

（2008

）, 392‒417; Giglioni, 

“Mens in Girolam
o 

Cardano,

” in Per una storia del concetto di m
ente, ed. Eugenio Canone, 2 vols.

（Firenze: O
lschki, 2005‒2007

）, II, 
83‒122; Guido Canziani, 

“La resurrezione secondo la ragione naturale: Gerolam
o Cardano e la palingenesi,

” Nuova 
rivista storica 94

（2010

）, 15‒52; idem
, 

“Lʼim
m

ortalité de lʼâm
e chez Cardan, entre histoire naturelle et vision de 

D
ieu,

” in La pensée scientifique de Cardan, 161‒184.

（
17
）　Girolam

o Cardano, D
e im

m
ortalitate anim

orum
, ed. José M

anuel García V
alverde 

（M
ilano: FrancoA

ngeli, 2006

）, 
334.
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し
て
い
た
。
こ
の
学
説
は
人
間
霊
魂
の
個
別
性
を
否
定
す
る
た
め
、
死
後
に
各
個
人
に
裁
き
が
く
だ
さ
れ
る
と
い
う
神
学
教
義

の
否
定
に
つ
な
が
る
。
そ
の
た
め
知
性
単
一
説
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
か
ら
反
発
を
ま
ね
い
て
い
た
。
し
か
し
神
学
部
を
当
初
そ

な
え
て
い
な
か
っ
た
イ
タ
リ
ア
の
大
学
で
は
、
学
芸
学
部
を
中
心
に
ア
ヴ
ェ
ロ
エ
ス
学
説
が
真
正
な
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
解
釈

と
し
て
支
持
を
あ
つ
め
る
に
い
た
る
。
こ
れ
に
ス
カ
リ
ゲ
ル
は
反
発
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
彼
に
い
わ
せ
れ
ば
、
ア
ヴ
ェ
ロ
エ

ス
は
プ
ラ
ト
ン
と
同
じ
過
ち
を
お
か
し
て
い
る
。
世
界
霊
魂
論
に
せ
よ
イ
デ
ア
論
に
せ
よ
知
性
単
一
論
に
せ
よ
、
個
々
の
種
別

性
を
こ
え
つ
つ
も
神
と
は
別
個
の
普
遍
的
な
原
理
に
個
物
が
従
属
す
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
世
界
は
そ
の
よ
う
に
は
説
明

で
き
な
い
。

　

も
っ
と
も
強
く
ス
カ
リ
ゲ
ル
が
反
発
し
た
の
が
、
カ
ル
ダ
ー
ノ
に
よ
る
霊
魂
の
物
質
主
義
的
な
解
釈
で
あ
っ
た
。
じ
つ
は
カ

ル
ダ
ー
ノ
は
霊
魂
を
熱
と
同
一
視
す
る
。
熱
と
し
て
の
霊
魂
が
世
界
に
浸
透
す
る
こ
と
で
多
様
性
の
な
か
に
秩
序
が
生
ま
れ
る

と
い
う
の
だ
。
こ
の
熱
が
天
に
由
来
す
る
か
ら
、
秩
序
の
起
源
は
天
上
に
求
め
ら
れ
、
そ
れ
ゆ
え
人
間
の
運
命
も
星
辰
の
支
配

下
に
お
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
カ
ル
ダ
ー
ノ
本
人
は
こ
の
熱
が
非
物
質
的
な
原
理
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
た
も
の
の
、
ス

カ
リ
ゲ
ル
に
し
て
み
れ
ば
元
素
的
な
四
性
質
の
ひ
と
つ
で
あ
る
熱
は
物
質
的
な
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
。
霊
魂
を
物
質
と
し
て

理
解
し
、
そ
の
不
死
性
を
剥
奪
す
る
こ
と
は
ポ
ン
ポ
ナ
ッ
ツ
ィ
に
よ
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
解
釈
と
重
な
る
。
ス
カ
リ
ゲ
ル
は
霊

魂
を
物
質
に
還
元
す
る
論
者
の
こ
と
を
「
霊
魂
の
死
刑
執
行
人
」
と
呼
び
激
し
く
非
難
し
て
い
た
。

　

以
上
か
ら
わ
か
る
通
り
、
ス
カ
リ
ゲ
ル
自
身
も
ま
た
榎
本
さ
ん
と
同
じ
く
、
カ
ル
ダ
ー
ノ
哲
学
の
特
徴
を
「
時
代
精
神
の
一

般
的
な
傾
向
」
の
あ
ら
わ
れ
と
み
な
し
て
い
た
。
プ
ラ
ト
ン
主
義
が
復
興
し
、
ア
ヴ
ェ
ロ
エ
ス
の
学
説
が
支
持
を
集
め
、
ポ
ン

ポ
ナ
ッ
ツ
ィ
の
論
考
が
議
論
の
的
と
な
る
時
代
状
況
の
な
か
で
、
カ
ル
ダ
ー
ノ
の
哲
学
は
こ
れ
ら
の
思
潮
す
べ
て
の
集
大
成
と



275　カルダーノ研究の最前線　本書の解説にかえて

う
つ
っ
た
の
だ
。
よ
っ
て
ス
カ
リ
ゲ
ル
は
カ
ル
ダ
ー
ノ
と
は
鋭
く
対
立
す
る
世
界
観
を
提
示
し
て
い
く
。
す
べ
て
の
も
の
は
そ

の
種
類
ご
と
に
異
な
る
本
性
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
本
性
は
世
界
の
は
じ
め
に
神
に
よ
っ
て
非
物
質
的
な
原
理
と
し
て
創

造
さ
れ
た
。
こ
う
考
え
る
こ
と
で
『
創
世
記
』
の
記
述
の
正
し
さ
は
確
証
さ
れ
、
霊
魂
の
不
滅
性
も
保
証
さ
れ
る
。
そ
う
で
な

け
れ
ば
世
界
に
み
ら
れ
る
多
様
な
活
動
の
存
在
を
説
明
で
き
な
い
。

　

ス
カ
リ
ゲ
ル
は
事
物
の
い
ろ
い
ろ
な
本
性
の
総
体
を
「
自
然
」natura

と
呼
ん
だ
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
忠
実
な
こ
の
よ

う
な
立
論
を
カ
ル
ダ
ー
ノ
が
ど
う
評
価
し
て
い
た
か
は
、『
わ
が
人
生
の
書
』
に
あ
る
文
言
が
雄
弁
に
語
る
。「
自
然
と
は
、
そ

れ
自
体
で
は
何
者
で
も
な
い
、
空
虚
な
想
像
上
の
産
物
で
あ
り
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
数
多
く
の
誤
謬
の

は
じ
ま
り
で
あ
る（

（1
（

」。
多
元
性
か
ら
成
り
立
つ
自
然
を
追
放
し
、
霊
魂
に
よ
り
世
界
の
秩
序
を
一
元
論
に
把
握
せ
ね
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
う
え
に
「
自
然
の
事
物
の
観
察
を
実
用
的
な
目
的
の
た
め
に
利
用
」
す
る
と
い
う
自
分
の
功
績
は
確
立
さ
れ
た
と
カ

ル
ダ
ー
ノ
は
考
え
て
い
た
。

　

こ
う
し
て
ス
カ
リ
ゲ
ル
の
視
点
か
ら
『
精
妙
さ
に
つ
い
て
』
を
み
る
こ
と
で
、
榎
本
さ
ん
が
本
書
第
Ⅲ
部
で
与
え
た
見
通
し

に
具
体
性
を
あ
た
え
、
そ
こ
か
ら
以
後
の
探
究
課
題
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
ス
カ
リ
ゲ
ル
の
カ
ル
ダ
ー
ノ
理
解
に
は

当
然
バ
イ
ア
ス
が
か
か
っ
て
い
る
。
で
は
は
た
し
て
カ
ル
ダ
ー
ノ
は
プ
ラ
ト
ン
主
義
、
ア
ヴ
ェ
ロ
エ
ス
主
義
、
ポ
ン
ポ
ナ
ッ
ツ

ィ
の
諸
文
献
の
う
ち
何
を
手
に
と
り
、
そ
れ
ら
を
ど
う
解
釈
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
？　

ま
た
カ
ル
ダ
ー
ノ
と
ス
カ
リ
ゲ
ル
の

（
18
）　

以
下
は
、
Ｈ
・
ヒ
ラ
イ
編
『
ミ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
：
初
期
近
代
精
神
史
研
究　

第
二
集
』
に
収
録
予
定
の
拙
稿
「
ル
ネ
サ
ン
ス
の
世
界
霊

魂
論
争
：
カ
ル
ダ
ー
ノ
と
ス
カ
リ
ゲ
ル
」
に
依
拠
す
る
。

（
19
）　

カ
ル
ダ
ー
ノ
『
わ
が
人
生
の
書
』
第
四
四
章
、
一
九
九
頁
。
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あ
い
だ
に
あ
る
世
界
の
一
元
論
的
な
理
解
と
多
元
論
的
な
理
解
と
い
う
対
立
の
軸
は
、
つ
づ
く
一
七
世
紀
に
は
ど
う
変
奏
さ
れ

る
の
だ
ろ
う
か
？　

こ
れ
ら
の
問
い
に
答
え
て
い
く
な
か
で
、
カ
ル
ダ
ー
ノ
を
よ
り
精
密
に
同
時
代
の
知
的
状
況
の
う
ち
に
位

置
づ
け
な
が
ら
、
同
時
に
知
の
歴
史
に
お
け
る
そ
の
意
義
を
よ
り
長
い
射
程
の
な
か
で
探
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

も
ち
ろ
ん
ス
カ
リ
ゲ
ル
を
通
じ
て
カ
ル
ダ
ー
ノ
の
す
べ
て
が
汲
み
つ
く
さ
れ
る
わ
け
で
な
い
。
守
護
霊
や
夢
解
釈
と
い
っ
た

主
題
は
ス
カ
リ
ゲ
ル
か
ら
は
こ
ぼ
れ
落
ち
て
し
ま
う
。
自
叙
伝
の
研
究
に
お
け
る
榎
本
さ
ん
の
到
達
点
か
ら
先
に
進
む
た
め
に

は
、
ま
た
別
の
角
度
か
ら
カ
ル
ダ
ー
ノ
に
光
が
あ
て
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
研
究
も
あ
ら
わ
れ
は
じ
め
て
は

い
る
も
の
の
、
今
後
い
か
な
る
カ
ル
ダ
ー
ノ
像
が
浮
か
び
あ
が
る
か
は
い
ま
だ
明
ら
か
で
は
な
い
。
カ
ル
ダ
ー
ノ
を
知
ろ
う
と

す
る
者
は
本
書
に
立
ち
戻
り
な
が
ら
、
新
た
な
探
究
の
道
を
探
し
求
め
る
こ
と
に
な
る
。

　

Ａ
・
グ
ラ
フ
ト
ン
は
今
後
の
カ
ル
ダ
ー
ノ
研
究
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
こ
れ
か
ら
あ
と
何
年
も
、
彼
の
著

作
を
研
究
す
る
学
徒
は
、
途
方
も
な
く
広
大
な
花
園
の
ほ
ん
の
小
さ
な
部
分
を
探
索
す
る
青
虫
の
役
割
に
甘
ん
じ
な
く
て
は
な

ら
な
い
だ
ろ
う
。
解
決
す
る
も
の
よ
り
謎
の
方
が
数
多
い
し
、
暗
い
領
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
明
る
い
領
域
を
取
り
囲
ん
で
い
る（

（2
（

」。

榎
本
さ
ん
の
著
作
は
広
大
な
「
暗
い
領
域
」
を
探
索
す
る
た
め
の
ま
た
と
な
い
灯
火
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

（
20
）　

グ
ラ
フ
ト
ン
『
カ
ル
ダ
ー
ノ
の
コ
ス
モ
ス
』
二
七
頁
。


